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母
校
の
歴
史
、

文
化
や
個
性
を
学
ぶ
場

︱
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
開
設
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
置
は
い

つ
頃
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

古
俣

１５
年
１０
月
か
ら
で
す
。

１４
年
に
は
じ
ま
っ
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

２
０
３
０
」
の
も
と
、「
法
政

大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）」

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本

格
的
な
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
法
政
大
学
に
は
多
く
の
学

部
や
研
究
所
が
あ
り
ま
す
の

で
、
委
員
会
を
設
置
し
た
ば
か

り
の
頃
は
、
各
研
究
所
な
ど
が

所
蔵
す
る
資
料
の
調
査
か
ら
は

じ
め
、
先
生
方
や
研
究
所
の

方
々
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
う
か
が

い
、
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
、
教
員

と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
「
法

政
ら
し
さ
」
を
語
り
合
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
人
・
地
球
社
会

の
持
続
可
能
性
の
た
め
の
実
験

型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
次
第
に
み
え
て
き

ま
し
た
。

︱
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
内
容

に
つ
い
て
、
準
備
作
業
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
の
で
す

か
。

古
俣　

展
示
原
案
の
作
成
は
、

委
員
会
で
の
議
論
の
も
と
に
、

委
員
会
の
副
委
員
長
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
奥
武
則
先
生
（
元

社
会
学
部
教
授
）
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
展
示
テ
ー

マ
ご
と
に
個
別
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
、
展
示

の
ス
ト
ー
リ
ー
や
資
料
の
選
定

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
初
か
ら
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
を
強
み
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
展
示
や
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

︱
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
場
所
と
開

館
時
期
は
。

古
俣　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
核

的
機
能
を
担
う
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
コ
ア
」
の
開
館
は
２０
年
春

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
は

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
に

設
け
た
九
段
北
校
舎
の
１
階
で

す
。

︱
﹁
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ア
﹂

で
の
展
示
は
ど
の
よ
う
な
内
容

に
な
り
ま
す
か
。

古
俣　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

ア
」
は
二
つ
の
展
示
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
て
お
り
、
１
つ
は
「
大

学
史
ゾ
ー
ン
」
で
、
そ
こ
で
は

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
平
面
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、
創
立
者

の
薩
埵
（
さ
っ
た
）
正
邦
や
戦

後
の
総
長
で
あ
る
大
内
兵
衛
先

生
な
ど
法
政
大
学
の
「
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
」
た
ち
の
生
涯
や

取
り
組
み
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
す
る
内
容
で
す
。
も
う
一
つ

の
展
示
ゾ
ー
ン
は
、「
テ
ー
マ

展
示
ゾ
ー
ン
」と
い
う
名
称
で
、

本
学
の
教
育
や
研
究
の
強
み
を

表
す
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
展
示

を
行
い
ま
す
。

「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

ス
ポ
ー
ツ
の

原
点
」
を
特
集

︱
２０
年
春
の
開
館
と
の
こ
と
で

す
が
、
今
後
の
展
示
計
画
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
か
。

古
俣

２０
年
は
ち
ょ
う
ど
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
の
で
、

「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
の
原

点
」
と
題
し
て
、
法
政
ス
ポ
ー

ツ
の
原
点
を
形
作
っ
た
人
々
を

特
集
し
た
展
示
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
法
政
大
学
が

１
９
２
０
年
に
法
律
学
校
か
ら

大
学
に
昇
格
し
て
百
周
年
に
も

あ
た
り
ま
す
の
で
、
近
現
代
の

東
京
の
姿
を
法
政
大
学
の
歴
史

を
通
し
て
再
考
す
る
記
念
展
示

を
企
画
中
で
す
。

︱
体
育
会
の
活
躍
は
校
友
の
楽

し
み
で
す
か
ら
、
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
開
館
後
に
計

画
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
。

古
俣　

一
つ
は
市
ケ
谷
以
外
の

多
摩
、
小
金
井
の
各
キ
ャ
ン
パ

ス
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
サ
テ
ラ

イ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
先
程
も
お
話
し
た
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
充
実
で

す
。
法
政
の
卒
業
生
は
日
本
だ

け
で
な
く
、
世
界
中
で
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
直
接
来
ら
れ
な
い
方
々

に
も
ウ
ェ
ブ
上
で
本
学
の
貴
重

な
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
情
報
の
中

身
）
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

校
友
が

集
う
場
所
に

︱
今
、
卒
業
生
の
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
実
施
し
て
い
た
募
金

の
成
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。

古
俣　

校
友
の
皆
様
を
中
心
に

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
目
標
金
額
を
早
期
に
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動

を
充
実
す
る
た
め
、
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

︱
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
校
友
の

期
待
感
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

校
友
が
集
う
場
所
と
な
る
と
い

い
で
す
ね
。

古
俣　

そ
う
で
す
ね
。
展
示
で

は
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛
り

込
み
ま
し
た
し
、
企
画
展
も
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
何
度
来
て

い
た
だ
い
て
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

︱
聞
き
手　
　
　

杉
原
典
男　
　

︵
80
年
３
月
卒
、
中
野
収
ゼ
ミ
︶

多
摩
移
転
当
時
、
私
た
ち
の

先
輩
教
職
員
が
目
指
し
た
の

は
、
先
端
的
な
教
育
と
研
究
の

拠
点
作
り
で
し
た
。
移
転
当
時

の
精
神
を
継
承
し
な
が
ら
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ど
う
再
開
発

し
て
い
く
か
。都
心
か
ら
遠
い
、

通
学
時
間
が
か
か
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
を
乗
り
越
え
、
多
摩
を

再
び
輝
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
す

べ
く
教
職
員
一
同
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
お
力
添
え

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

に
し
て
、
２
０
１
８
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
導
入
の
２
年
目
も
、

お
陰
様
で
大
き
な
混
乱
も
な
く

学
生
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

社
会
学
部
は
あ
と
数
年
で
創

立
７０
年
を
迎
え
ま
す
。
た
だ
、

創
立
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
多

摩
移
転
の
経
緯
を
知
る
現
役
教

員
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
８４

年
に
社
会
学
部
が
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
し
て
か
ら
、
早
い

も
の
で
３５
年
が
経
過
し
ま
す
。

１９
年
度
に
は
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
の
将
来
像
を
検
討
す
る
「
多

摩
将
来
計
画
委
員
会
」
が
作
ら

れ
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。

社
会
学
部
卒
業
生
の
み
な
さ

ま
、同
窓
会
会
員
の
み
な
さ
ま
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
法
政
大

学
は
志
願
者
数
が
４
年
連
続

１０
万
人
を
超
え
、
併
願
を
カ
ウ

ン
ト
し
な
い
「
実
志
願
者
数
」

で
は
全
国
１
位
と
な
り
ま
し

た
。社

会
学
部
で
は
、
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
「
３
学
科
１０
コ
ー
ス

制
」
が
、
学
科
ご
と
の
学
問
的

な
専
門
性
と
特
質
を
よ
り
活
か

し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
か

う
学
生
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

社
会
学
部
同
窓
会
員
の
皆

様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
２
年

が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
お
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
昨
年
６
月
８
日
、

社
会
学
部
同
窓
会
創
立
３０
周
年

記
念
総
会
「
お
か
げ
さ
ま
で
３０

年　

母
校
を
愛
す
る
あ
な
た
に

会
い
た
い
」
開
催
へ
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日

は
、
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
卒

業
生
は
知
ら
な
い
市
ケ
谷
周
辺

「
校
舎　

お
散
歩
会
」、
定
期
総

会
、
記
念
対
談
、
懇
親
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
藤
田
真
文
社
会
学
部

長
と
音
楽
グ
ル
ー
プ　
「
い
き

も
の
が
か
り
」
メ
ン
バ
ー
で
社

会
学
部
０6
年
卒
の
山
下
穂
尊
氏

が
、「
自
由
を
生
き
抜
く
＂
社

会
学
部
＂
の
実
践
知
」
を
テ
ー

マ
に
対
談
を
行
い
、
在
校
生
約

１
５
０
名
を
含
む
２
０
０
名
以

上
が
お
二
人
の
楽
し
い
お
話
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

さ
て
、
同
窓
会
で
は
近
年
、

駅
伝
応
援
と
新
年
会
、
春
・
秋

六
大
学
野
球
応
援
、
大
人
の
グ

ル
メ
散
歩
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
定

例
化
に
努
め
、
同
時
に
メ
ル
マ

ガ
で
の
情
報
発
信
強
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
た
な
参
加
者
増
に
至
っ
て
い

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。「
令

和
」
の
時
流
に
合
わ
せ
て
、「
参

加
者
を
集
め
る
同
窓
会
」か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

等
を
活
用
し
た
「
つ
な
げ
る
同

窓
会
」に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
、

併
せ
て
運
営
方
法
等
も
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
も
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

「
つ
な
げ
る
同
窓
会
」に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ

髙
橋　

敏

藤
田　

真
文

社
会
学
部
同
窓
会
会
長

社
会
学
部
長

同
窓
会
名
誉
会
長

移
転
か
ら
35
年
、多
摩
の
将
来
を
展
望
す
る
年

「ＨＯＳＥＩミュージアム」　今春、市ケ谷にオープン「ＨＯＳＥＩミュージアム」　今春、市ケ谷にオープン

九段北校舎のミュージアム・コア（イメージ）九段北校舎のミュージアム・コア（イメージ）

２０２０年春、法政大学市ケ谷キャンパスの新しい施設が誕生します。法政
大学の歴史を学び、大学のこれからに役立てる「HOSEI ミュージアム」です。
１４年から開始した長期ビジョン「HOSEI２０３０」のもとで進めてきた、法政
大学のブランディング施策の一つで、卒業生にとっては、母校の価値を再
確認させてくれる交流拠点になりそうです。大学史の調査・研究が専門で、
ミュージアムの開設準備を担当する、古俣達郎さん（０４年３月卒、鈴木智
道ゼミ）に狙いと概要を聞きました。

「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
世
界
ど

こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
イ
メ
ー
ジ
）
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報
発
信
と
メ
デ
ィ
ア
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組

み
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
「
大
槌
み

ら
い
新
聞
」
を
立
ち
上
げ
る
。

同
年
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
「
個
」
と
し
て
切
磋
琢
磨
し

あ
う
場
を
提
供
す
る
日
本

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
教
育
セ
ン

タ
ー
の
代
表
運
営
委
員
。

そ
し
て
、
６
年
前
の
１３
年
か

ら
法
政
大
学
社
会
学
部
メ
デ
ィ

ア
社
会
学
科
准
教
授
に
。

専
門
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
論
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
「
伝

え
方
」
の
研
究
と
実
践
。

著
書
に
『
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

覇
権
戦
争　

偽
ニ
ュ
ー
ス
は
な

ぜ
生
ま
れ
た
か
』（
光
文
社
）

な
ど
。
編
著
に
『
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
論
つ
な
が
り
を
再
設

計
す
る
』（
青
弓
社
）『
地
域
で

は
た
ら
く
「
風
の
人
」
と
い
う

新
し
い
選
択
』（
ハ
ー
ベ
ス
ト

出
版
、
第
２９
回
地
方
出
版
文
化

功
労
賞
・
島
根
本
大
賞

２
０
１
６
）
な
ど
。

◆
法
政
大
学
の
地
方
出
身
学
生

は
現
在
、
３
割
程
度
の
割
合

藤
代
氏
は
、
地
域
に
根
ざ
し

て
地
域
の
課
題
解
決
を
実
践
す

る
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
が
り
を

指
摘
し
、「
現
在
の
法
政
の
学

生
は
、
以
前
と
違
っ
て
、
地
方

出
身
者
は
３
割
程
度
で
す
か

ら
、
地
方
で
の
実
際
に
触
れ
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
」と
、

こ
の
集
中
授
業
の
意
図
を
語
り

ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
の
協

力
で
実
現
で
き
た
こ
と
も
強
調

し
た
い
で
す
」
と
も
。

◆
社
会
問
題
の
解
決
へ
﹁
伝

え
方
﹂
を
考
え
る
実
践
も

今
回
は
、
時
代
の
最
先
端
を

行
く
社
会
学
部
に
３
つ
あ
る
学

科
の
う
ち
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科

で「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
イ
ア
論
」

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
を
研

究
分
野
に
し
て
い
る
准
教
授
の

藤
代
裕
之
氏
の
登
場
で
す
。
こ

の
夏
に
は
熱
が
こ
も
っ
た
集
中

特
別
授
業
（
９
月
１７
日
か
ら
３

日
間
）
も
実
施
し
ま
し
た
。

（
取
材
・
山
田
幹
夫
）

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

集
中
授
業
は
「
大
学
の
授

業
っ
て
、
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ

か
っ
た
ん
だ
」
と
実
感
す
る
意

欲
的
な
講
義
の
連
続
で
し
た
。

地
方
新
聞
社
、
地
方
放
送
局

と
広
告
会
社
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
、
西
日
本
新
聞
社
、
中
国
新

聞
社
、
高
知
新
聞
社
に
北
海
道

テ
レ
ビ
放
送
、博
報
堂
ケ
ト
ル
）

の
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
の
仕
事
内
容
や
働
く
中

で
の
思
い
や
、
時
に
葛
藤
な
ど

を
生
々
し
く
聴
く
こ
と
が
で
き

る
濃
厚
な
内
容
で
し
た
。

３
日
間
、
朝
９
時
半
か
ら
夕

方
５
時
頃
ま
で
入
れ
替
わ
り
講

師
が
登
場
す
る
体
力
勝
負
で
す

が
、
講
義
を
聞
き
、
藤
代
氏
の

誘
導
も
あ
り
質
問
し
、
終
わ
れ

ば
感
想
を
書
く
約
４０
人
の
学
生

の
熱
心
な
姿
に
も
感
心
し
ま
し

た
。

◆
郷
里
の
徳
島
で
新
聞
記
者

を
皮
き
り
に
多
彩
な
経
歴

藤
代
裕
之
氏
は
１
９
７
３
年

徳
島
生
ま
れ
。
広
島
大
学
文
学

部
哲
学
科
卒
業
か
ら
の
経
歴
は

多
彩
で
す
。

立
教
大
学
２１
世
紀
社
会
デ
ザ

イ
ン
研
究
科
前
期
修
了
。
徳
島

新
聞
記
者
と
し
て
、
司
法
・
警

察
、
地
方
自
治
な
ど
を
取
材
。

２
０
０
５
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
レ
ゾ
ナ

ン
ト
に
転
職
し
、
新
サ
ー
ビ
ス

立
ち
上
げ
や
ニ
ュ
ー
ス
デ
ス

ク
、
新
規
サ
ー
ビ
ス
開
発
担
当

を
経
て
１１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
岩
手
県
大
槌
町
で
情

大
河
内
友
晴
さ
ん

（
社
会
政
策
科
学
科
１
年
）

興
味
を
持
っ
た
も
の
は
、何
で
も
や
っ
て
み
た
い

　

電
車
内
の
会
話
が
き
っ
か

け
で
出
会
っ
た
社
会
学
部
生

の
大
河
内
さ
ん
。
会
報
発
送

や
総
会
の
受
付
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
快
く
協
力
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
興
味
を

持
っ
た
も
の
は
何
で
も
や
っ

て
み
た
い
と
語
る
頼
も
し
い

後
輩
を
紹
介
し
ま
す
。

（
聞
き
手
＝
髙
橋
敏
、
構
成

＝
赤
池
慎
一
）

平
日
の
授
業
は
週
に
５
回
、

２
年
か
ら
４
年
生
の
ゼ
ミ
に
は

１２
人
が
登
録
中
で
す
。

法
政
の
社
会
学
部
は
「
人
間

に
つ
い
て
、
社
会
に
つ
い
て
深

く
考
え
、
現
代
の
社
会
問
題
を

鋭
く
捉
え
、
適
切
な
解
決
法
を

考
え
出
す
能
力
を
育
成
」
と
学

部
案
内
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
「
社
会
政
策
科
学
科
」「
社

会
学
科
」
含
め
て
３
学
科
が
あ

り
ま
す
。

藤
代
氏
は
最
近
の
学
生
の
傾

向
と
し
て
「
ま
じ
め
な
半
面
、

幅
が
な
い
と
言
う
か
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
見
る
と
い
う
視

︻
訂
正
︼

前
号
の
「
社
会
学
部
同
窓
会

報
」
第
５４
号
（
２
０
１
９
年
６

月
１
日
発
行
）の
２
面
記
事「
教

授
登
場
」
の
写
真
説
明
で
「
世

界
中
の
『
働
く
人
』
に
囲
ま
れ

て
」
と
あ
る
の
は
、「
マ
ラ
ヤ

大
学
の
特
別
講
義
で
学
生
さ
ん

た
ち
と
と
も
に
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
ま
す
。

点
も
欲
し
い
」と
指
摘
し
ま
す
。

そ
し
て
、
社
会
の
課
題
の
解
決

へ
向
け
て
、
単
な
る
情
報
の
受

け
手
で
は
な
く
、「
柔
軟
な
発

想
で
伝
え
方
を
工
夫
し
、
メ

デ
ィ
ア
で
解
決
す
る
」
人
材
を

育
て
た
い
と
、
奮
闘
の
最
中
で

す
。

︿
ミ
ニ
情
報
﹀

在
校
生
通
信
員
を
募
集

「
社
会
学
部
の
今
」
を
同
窓

生
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
て
く
れ

る
在
校
生
通
信
員
を
募
集
中
。

先
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
話
題

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
て

下
さ
い
。
精
査
の
上
、
会
報
で

紹
介
し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
掲

出
し
ま
す
。

▼
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

と
は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
情
報
発

信
技
術
を
用
い
て
、
個
人
に

よ
る
情
報
発
信
や
人
の
結
び

つ
き
を
利
用
し
た
情
報
流
通

な
ど
、
社
会
的
相
互
性
を
通

じ
て
広
が
っ
て
い
く
メ
デ
ィ

ア
の
こ
と
。
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
こ
と
が
特
長
。

︱
︱
私
た
ち
と
の
出
会
い
は
、

ま
っ
た
く
の
偶
然
で
し
た
ね
。

は
い
。
自
宅
に
帰
ろ
う
と
電

車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
偶
然
、

「
法
政
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は

遠
い
ね
」
と
い
う
会
話
が
耳
に

入
り
、「
確
か
に
そ
う
だ
な
」
と

共
感
し
て
聞
い
て
い
た
ら
、
降

り
る
駅
が
同
じ
だ
っ
た
の
で
思

わ
ず
声
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
髙
橋
会
長
と
役
員

の
方
と
の
出
会
い
で
、
意
気
投

合
し
て
駅
前
の
居
酒
屋
に
誘
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
笑
）。

︱
︱
社
会
学
部
に
入
る
ま
で
は

ど
ん
な
青
春
時
代
を
？

中
学
時
代
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
は

サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
埼
玉
栄
に
入
っ

て
、
３
年
の
夏
の
終
わ
り
ま
で

サ
ッ
カ
ー
漬
け
の
毎
日
で
し

た
。

︱
︱
な
ぜ
社
会
学
部
に
？

僕
は
、
興
味
を
持
っ
た
も
の

は
と
り
あ
え
ず
何
で
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
う
タ
イ
プ
で
す
。

社
会
学
は
広
い
視
点
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
見
方
が
で
き
る
学
問
だ

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
経
済
学
や
法
律
学
の
よ
う

に
絞
り
込
ま
れ
な
い
と
こ
ろ
が

自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
、

社
会
学
部
を
選
び
ま
し
た
。

︱
︱
入
っ
て
か
ら
の
感
想
は
？

い
ま
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

興
味
が
あ
り
、
そ
の
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
よ
う
と
勉
強
を
始
め

て
い
ま
す
。
僕
は
社
会
政
策
科

学
科
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
社
会

学
科
の
講
義
も
受
け
ら
れ
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
受
け

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
学
部
に
は
個
性
的
な
先
生

も
多
く
、
面
白
い
で
す
。

︱
︱
サ
ー
ク
ル
や
バ
イ
ト
は
？

大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
系
は
も

う
い
い
と
思
い
、
軽
音
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
、
ド
ラ
ム
や
キ
ー

ボ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま
す
。
バ

イ
ト
は
、
週
末
に
カ
ラ
オ
ケ
店

で
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
い
ま
す
。

︱
︱
卒
業
後
の
抱
負
を
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
、
そ
の
ス
キ
ル

を
生
か
し
て
将
来
的
に
は
ウ
ェ

ブ
系
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
起
業
で
き

た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︱
︱
同
窓
会
に
ひ
と
言
。

友
人
や
知
り
合
い
を
通
じ
て

大
学
の
情
報
を
共
有
し
た
り
、

同
窓
会
の
先
輩
方
と
交
流
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
た

ら
、
僕
た
ち
の
学
生
生
活
も
同

窓
会
の
活
動
も
、
と
も
に
活
性

化
で
き
て
い
い
で
す
ね
。

髙橋敏同窓会会長と大河内友晴さん

ウェブ系のビジネス
で起業できたら……

社
会
課
題
の
解
決
め
ざ
す
社
会
学
部
の
真
髄

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア

藤
代
裕
之
准
教
授

︵「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
イ
ア
論
」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
担
当
︶

学生学生
インタビューインタビュー

今年度の藤代 裕之ゼミの皆さん。笑顔の１枚
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巻
き
返
そ
う
と
思
っ
た
が
、
う

ま
く
レ
ー
ス
運
び
が
で
き
な

か
っ
た
。」
と
レ
ー
ス
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
準
決
勝
２
組
８

着
。
２
０
１
９
年
最
も
成
長
し

た
選
手
の
一
人
で
す
。

〇
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ

ミ
ン
ン
グ
・
水
泳

マ
ー
メ
イ
ド
カ
ッ
プ
に
お
い

て
入
賞
し
た
柳
澤
明
希
選
手

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
４
年
）

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
と
し

て
す
で
に
合
宿
・
海
外
遠
征
等

で
研
鑽
を
積
み
、
晴
れ
て
代
表

の
座
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

〇
サ
ッ
カ
ー

鹿
島
学
園
高
校
か
ら
法
政
に

入
学
し
た
上
田
綺
世
選
手
（
３

年
で
中
退
・
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
入
団
）、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
世
代
の
エ
ー
ス
、
次
世
代
の

日
本
代
表
エ
ー
ス
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
能
力
の

高
さ
と
正
確
な
シ
ュ
ー
ト
技
術

を
併
せ
持
つ
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ダ
ー
な
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
。

〇
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
フ
ル
ー
レ

２
０
１
７
世
界
選
手
権
・
第

２９
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
活

躍
し
た
敷
根
崇
裕
選
手
（
法
学

部
４
年
）。
２
０
１
９
ア
ジ
ア

選
手
権
男
子
フ
ル
ー
レ
個
人
戦

に
て
優
勝
。
こ
こ
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金

メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。

〇
陸
上
競
技

第
５９
回
実
業
団
・
学
生
対
抗

陸
上
競
技
大
会
４
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル
で
高
田
一
就
選
手
（
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
部
４
年
）
が
優

勝
。
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に
開
花
し

た
選
手
と
し
て
話
題
に
な
り
、

今
後
の
抱
負
の
中
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
と
語
っ

て
い
ま
す
。

〇
陸
上
競
技

カ
タ
ー
ル
・
ド
ー
ハ
で
行
わ

れ
た
、
第
１７
回
世
界
陸
上
選
手

権
大
会
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
に

出
場
し
た
豊
田
将
樹
選
手
（
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
部
４
年
）。「
自

分
の
持
ち
味
で
も
あ
る
後
半
で

いよいよ
オリンピックイヤー！
スポーツ法政、東京五輪へ
東京オリンピック・パラリンピックの年になりました。

“法政我が母校”から世界にはばたく選手が多くいます。厳
しい練習、伸び悩む日々、精神的重圧との闘い等、さまざ
まな壁を乗り越えて結果を出してきた選手たちを紹介しま
す。（中正美）� ※写真提供：法政大学陸上競技部

４００ｍハードルの雄姿　豊田将樹選手（スポーツ健康学部４年）

常
務
理
事
、
多
摩
担
当
副
学

長
の
増
田
正
人
で
す
。
早
い
も

の
で
常
務
理
事
と
し
て
２
期
目

に
入
り
、
そ
の
２
期
目
も
ほ
ぼ

３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
法
政
大

学
初
の
「
中
期
経
営
計
画
」（
４

年
間
の
計
画
）
は
、
２
０
１
９

年
か
ら
予
算
を
伴
っ
て
具
体
的

な
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
今
年
３
月
に

開
館
予
定
の
法
政
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
先
に
取
得
し
た
九
段

北
校
舎
に
コ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
作

り
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
が
連
携
す

る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
開
館
し
ま
す
。
最
初
の
特

別
展
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
記
念
し
て
、「
法
政
ス
ポ
ー

ツ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
行
い
ま

す
。
ご
寄
付
の
お
願
い
も
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。ま
た
、市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
替
え
工
事
も
ほ
ぼ

終
わ
り
、
あ
と
は
外
構
工
事
を

残
す
の
み
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
残
さ
れ
た
工
事
も
来
年
３

月
に
は
す
べ
て
終
わ
り
ま
す
。

田
中
総
長
の
発
信
力
に
加
え

て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
基
礎

に
、
法
政
大
学
全
体
と
し
て
の

社
会
的
評
価
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
多
摩
将
来
計
画
委
員
会
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
本
格
的
な
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
未
来
像
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
予
算
の

裏
付
け
を
伴
っ
て
、
新
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
作
り
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
が
私
の
今
年
の
大

き
な
役
目
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
学
生
生
活
面
で
は
、
新

し
く
始
め
た
割
安
な
学
期
定
期

券
も
定
着
を
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
か
ら
の
補
助
も
大
き
く
増

え
た
の
で
、
多
摩
に
通
う
学
生

の
負
担
は
大
幅
に
減
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
相
原
駅
か
ら
の

「
連
接
（
連
節
）
バ
ス
」（
大
量

輸
送
の
た
め
に
車
体
が
２
連
以

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
バ
ス
）

の
導
入
を
来
年
春
実
施
目
指
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６

号
館
食
堂
の
改
修
を
行
う
と
と

も
に
事
業
者
（
生
協
）
へ
の
補

助
を
増
や
し
、
安
価
で
美
味
し

く
、
か
つ
安
全
な
食
環
境
を
実

現
す
る
よ
う
に
改
め
て
き
ま
し

た
。卒

業
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ま
た
多
摩
の
地
に
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
か
ら
の
補
助
増
額

�

多
摩
の
学
生
の
負
担
は
大
幅
減

副
学
長
・
常
務
理
事（
社
会
学
部
教
授
）

増
田
　
正
人

大
学
Ｈ
Ｐ
は
便
利

法
政
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
大
学
の
歴
史
や
折
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
卒
業
生
の
活

躍
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
活
躍
、

田
中
優
子
総
長
を
は
じ
め
先
生

方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
注
目

の
情
報
が
満
載
の
情
報
の
宝
庫

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

で
「
法
政
大
学
」
と
打
ち
込
め

ば
す
ぐ
見
つ
か
り
ま
す
。
増
田

正
人
さ
ん
の
リ
ポ
ー
ト
の
キ
ー

ワ
ー
ド
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
」
の
特
設

サ
イ
ト
も
必
見
。
皆
さ
ま
、
ぜ

ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
５５
・

５８
年
館
の
解
体
が
ほ
ぼ
終
わ

り
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
広

報
に
よ
る
と
、「
歴
史
あ
る
『
外

濠
』『
靖
国
神
社
』
と
キ
ャ
ン

パ
ス
の
歴
史
を
物
語
る
『
大
内

山
庭
園
』
を
緑
を
介
し
て
繋
げ

る
計
画
」
と
の
こ
と
で
す
。
１９

年
春
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る

「
大
内
山
校
舎
」
の
外
観
に
は

５５
・
５８
年
館
の
デ
ザ
イ
ン
が
使

わ
れ
、
校
舎
の
「
記
憶
」
を
継

承
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
嘉
悦

学
園
だ
っ
た
富
士
見
坂
校
舎
か

ら
中
央
広
場
、
正
門
を
つ
な
ぐ

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
軸
の
実
現

で
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
体
感
を

創
出
」
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

校友会新年会は�
� １月26日

一般社団法人法政大学校友会主催
「オール法政新年を祝う会」は１月
２6日、東京・お台場のグランドニッ
コー東京　台場で開きます。参加申し
込みは社会学部同窓会事務局か、お近
くの役員まで。「第１９回オール法政ゴ
ルフ大会 “総長杯”」は９月７日、キン
グフィールズゴルフクラブで。「第２８
回法政大学全国卒業生の集い（栃木大
会）」は１０月２３日～２５日に開催します。

﨑

TEL048‑421‑5852

村串　仁三郎　法政大学名誉教授　著
『高度成長期日本の国立公園』

――自然保護と開発の激突を中心に――
（時潮社、３５００円）
1959 年 3 月卒　長谷川博ゼミⅡ部

ＮＰＯ法人 樹木・環境ネットワーク協会会員グリーンセイバー 東産業株式会社

取締役副社長 河村　勝弘
Mobile 080-3259-4708

（応用経済学科卒の方、連絡乞う）
1963年 3 月卒、土生長穂ゼミ
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【
北
海
道
】

札
幌
市

８１
年
卒　

山
下　

英
俊

栢
野
ゼ
ミ
の
同
級
生
と
連
絡

と
り
た
い
。�（
栢
野
晴
夫
ゼ
ミ
）

【
福
島
県
】

会
津
若
松
市

７３
年
卒　

半
田　

徹

6９
年
入
学
で
す
。
こ
の
年
の

入
学
生
の
多
く
は
苦
い
思
い
出

を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？　

東
大
で
は
初
め

て
入
学
試
験
が
な
か
っ
た
年
で

す
。医
学
部
に
端
を
発
し
た「
東

大
闘
争
」
が
過
激
化
し
、
安
田

講
堂
に
立
て
こ
も
り
入
学
試
験

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

法
大
で
は
入
学
試
験
は
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
一
部
学
生
の
暴

力
化
で
６
月
に
は
大
学
当
局
は

つ
い
に
本
校
を
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

し
ま
す
。
以
降
数
年
に
わ
た
っ

て
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
大
学
に
は

入
っ
た
も
の
の
、
授
業
の
な
い

日
が
長
く
続
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
社
会
背
景
に

は
長
く
続
き
泥
沼
化
し
た
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
や
、
７０
年
の
「
日
米

安
保
の
自
動
延
長
」
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
学
内
に
も
様
々
な

矛
盾
が
噴
出
し
た
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
。

私
は
古
希
（
７0
歳
）
を
迎
え

ま
し
た
。
学
生
時
代
に
勉
強
に

励
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
私

で
す
が
、
そ
の
後
、
社
会
問
題

に
関
心
が
深
ま
り
独
学
で
本
を

読
み
漁
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
「
主
権
」
と
い

う
言
葉
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
会
津

若
松
市
で
「
主
権
者
の
会　

会

津
」
と
い
う
市
民
団
体
で
市
民

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
連
載
し
て
い
ま

す
。
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

（
混
乱
期
の
た
め
所
属
ゼ
ミ
な

し
）

【
埼
玉
県
】

越
谷
市

５８
年
卒　

横
山　

隆
一

１９
年
度
版
「
宝
塚
お
と
め
」。

表
紙
・
望
海
風
斗
（
雪
組
ト
ッ

プ
）。
法
政
女
子（
国
際
）高
出
。

�

（
村
山
重
忠
ゼ
ミ
）

入
間
郡

７４
年
卒　

星
野　

雄
次

会
報
第
54
号
「
平
野
先
生
と

は
何
者
だ
っ
た
か
」を
読
ん
で
。

７0
年
代
初
頭
に
し
て
ク
ー
ル
で

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
。
平
野
先
生

を
想
う
。
６９
年
館
の
研
究
室
の

窓
越
し
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

が
聞
こ
え
る
中
、
外
濠
の
向
こ

う
側
か
ら
届
い
た
出
前
の
鴨
南

蛮
そ
ば
を
す
す
り
な
が
ら
、

〝
メ
ッ
ト
の
色
っ
て
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
だ
か
ら
…
〟
と
、
ク
ー

ル
に
語
り
、８
３
４
番
教
室「
社

会
工
学
」
講
義
の
最
中
、
勝
新

太
郎
の
岡
田
以
蔵
、
三
島
由
紀

夫
の
田
中
新
兵
衛
と
、映
画『
人

斬
り
』
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

妙
を
ス
パ
ッ
と
斬
る
先
生
の
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
姿
。
ス
パ
イ

シ
ー
な
学
生
時
代
の
活
力
源
と

な
り
ま
し
た
。

�

（
平
野
秀
秋
ゼ
ミ
）

【
千
葉
県
】

習
志
野
市

６１
年
卒　

村
上　

良
三

い
つ
も
お
世
話
さ
ま
で
す
。

年
次
総
会
な
か
な
か
参
加
で
き

ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
拓
植
秀
臣
ゼ
ミ
）

【
東
京
都
】

世
田
谷
区

７０
年
卒　

千
葉　

恵
子

会
報
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り

ま
す
。�

（
長
谷
川
博
ゼ
ミ
）

北
区

８９
年
卒　

下
田　

暁

最
近
、
仕
事
を
し
て
い
て
と

て
も
強
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。果
た
し
て
自
分
は
２０
代
、

３０
代
の
頃
、
ど
こ
ま
で
本
気
で

仕
事
に
熱
中
し
て
い
た
か
？！　

と
言
う
こ
と
で
す
。
現
在
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
系
の
会
社
役
員
を
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
立
ち

上
げ
フ
ェ
ー
ズ
に
近
く
、
か
な

り
強
烈
に
忙
し
い
の
で
す
。
体

力
的
に
も
精
神
的
に
も
き
つ
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
５０
代

に
な
っ
た
身
に
は
な
か
な
か
辛

い
の
で
す
が
、
充
実
感
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
２０
代
の
頃
、
こ

こ
ま
で
真
剣
に
立
ち
向
か
っ
た

か
な
？！　

と
ふ
と
考
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
若
い
み
な
さ
ん

を
見
て
い
る
と
、
も
っ
と
、
後

一
歩
、
頑
張
っ
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
な
ー
と
思
う
と
同
時

に
、
も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
ろ

う
！　

と
励
ま
さ
れ
た
り
も
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
あ
と
一
歩

の
勇
気
を
奮
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
！　

摩
擦
が
起
き

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
き
っ
と
良
い
経
験
に
な

る
と
思
う
の
で
、
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
自
分
の
今
に
も
う
一

度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？！

�

（
土
生
長
穂
ゼ
ミ
）

葛
飾
区

６３
年
卒　

河
村　

勝
弘

ご
苦
労
様
。
会
員
数
減
少
は

何
か
が
欠
け
て
い
る
か
ら
と
思

い
ま
す
！
／
ご
苦
労
様
で
す
。

私
も
来
年
（
２
０
２
０
年
）
２

月
、
８０
歳
で
す
。

�

（
土
生
長
穂
ゼ
ミ
）

町
田
市

７８
年
卒　

佐
藤　

連

悲
願
で
あ
る
「
箱
根
駅
伝
」

総
合
初
優
勝
を
め
ざ
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

学
部
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。�

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）

国
分
寺
市

７３
年
卒　

風
間　

道
夫

平
野
秀
秋
先
生
に
初
め
て
お

会
い
し
た
の
は
７１
年
、
大
学
３

年
生
の
時
。
映
画
、
音
楽
、
そ

し
て
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
論

ま
で
、
そ
の
視
界
の
広
さ
に
驚

い
た
。
工
業
高
専
卒
の
私
に

と
っ
て
は
別
世
界
の
人
だ
っ

た
。
で
も
、
そ
の
視
界
の
広
さ

を
少
し
で
も
見
習
う
こ
と
に
し

た
。
楽
し
い
人
生
を
送
れ
て
い

る
の
は
先
生
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
い
る
。

�

（
平
野
秀
秋
ゼ
ミ
）

狛
江
市

６３
年
卒　

鈴
木　

暁

前
号
の
社
会
学
部
同
窓
会
報

に
、『
外
濠
の
青
春
』
寄
贈
の

お
礼
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
も
文
学
部
の
同
窓
生
か

ら
の
紹
介
で
１９
年
４
月
に
読
み

ま
し
た
。
編
著
者
の
三
階
泰
子

氏
は
大
学
院
社
会
学
修
士
課
程

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）
修
了
。
6０
年

安
保
で
の
活
動
の
思
い
出
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
１５
人
ほ
ど

紹
介
、
そ
の
半
分
は
当
時
の
社

会
学
部
生
で
し
た
。
私
は
（
6０

年
安
保
闘
争
の
）
参
加
者
の
一

人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
大

変
懐
か
し
く
読
み
ま
し
た
。

�

（
増
島
宏
ゼ
ミ
）

西
東
京
市

７８
年
卒　

関
口　

和
子

１９
年
５
月
に
社
会
学
部
社
会

学
科
７８
年
卒
業
の
ク
ラ
ス
の
友

人
５
人
で
札
幌
ツ
ア
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
は
１８
年

９
月
に
起
き
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
を
被
災
し
た
札
幌
在
住

の
メ
ン
バ
ー
に
会
い
慰
労
の
言

葉
を
か
け
る
と
い
う
趣
旨
で
企

画
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
７４
年

４
月
の
入
学
以
来
つ
か
ず
離
れ

ず
、
ず
っ
と
近
況
を
取
り
交
す

こ
と
を
怠
ら
ず
に
交
流
を
続
け

て
き
ま
し
た
。東
京
か
ら
３
人
、

長
野
か
ら
１
人
駆
け
つ
け
、
札

幌
在
住
の
友
人
の
案
内
で
、

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
、
札
幌
ビ
ー

ル
園
、
小
樽
散
策
、
そ
し
て
、

道
庁
や
植
物
園
訪
問
と
友
人
の

企
画
し
て
い
た
プ
ラ
ン
を
全
て

滞
り
な
く
消
化
し
ま
し
た
。
二

泊
三
日
の
中
日
が
３０
度
を
超
え

る
天
候
で
し
た
が
、
初
夏
の
晴

天
に
恵
ま
れ
、
満
足
な
ツ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
。
因
み
に
、
私

で
す
が
、
初
日
の
カ
ー
リ
ン
グ

教
室
中
氷
上
で
手
を
つ
き
手
首

負
傷
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
に
心
配
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
騒
が
せ
し
て

申
し
訳
無
か
っ
た
と
反
省
し
て

い
ま
す
。
帰
宅
後
受
診
し
治
療

し
全
快
し
ま
し
た
。
余
談
で
す

が
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
を
使
い

し
っ
か
り
医
療
費
は
補
償
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
友

人
が
傷
害
保
険
付
き
の
教
室
に

申
し
込
ん
で
お
い
て
く
れ
た
お

か
げ
で
す
。
持
つ
べ
き
は
し
っ

か
り
も
の
の
友
達
で
す
。
次
回

は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
と
今
か
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

�

（
金
山
行
孝
ゼ
ミ
）

【
神
奈
川
県
】

横
浜
市

６８
年
卒　

松
田　

滋
充

公
立
中
学
校
を
定
年
退
職

後
、
教
育
行
政
や
教
育
現
場
の

経
験
を
生
か
し
、
将
来
、
教
職

を
め
ざ
す
学
生
た
ち
の
た
め

に
、
清
泉
女
子
大
学
の
教
職
課

程
で
教
科
教
育
法
や
演
習
な
ど

の
指
導
（
非
常
勤
講
師
）
に
携

わ
り
、
７０
歳
で
教
育
現
場
で
の

活
動
を
終
え
ま
し
た
。
以
後
、

生
き
る
意
欲
や
喜
び
を
与
え
て

く
れ
る
活
力
源
と
し
て
、
退
職

校
長
会
の
役
員
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、月
３
回
程
度
、

仲
間
た
ち
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。

�

（
芝
田
進
午
ゼ
ミ
）

横
浜
市

０４
年
卒　

大
多
和　

浩
一

令
和
元
年
６
月
１
日
現
在
、

変
わ
り
な
し
。

�

（
吉
村
真
子
ゼ
ミ
）

横
浜
市

６７
年
大
学
院
修
士
卒

三
階　

泰
子

ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。
先

日
さ
し
あ
げ
た「
外
濠
の
青
春
」

１０
冊
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
先
生
と
若
い
学

生
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、

今
の
日
本
と
自
分
の
生
き
方
を

考
え
て
頂
き
た
く
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

�

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）

横
浜
市

７８
年
卒　

武
井　

美
雄

地
方
自
治
に
関
す
る
学
生
へ

の
対
応
が
あ
れ
ば
お
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

�

（
北
川
隆
吉
ゼ
ミ
）

横
浜
市

８１
年
卒　

山
路　

一
夫

新
規
入
会
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
硬
式
野
球
部
）

横
浜
市

８４
年
卒　

鈴
木　

康
功

前
回
の
「
社
会
学
部
同
窓
会

報
」（
第
５４
号
）
で
秋
田
成
就

先
生
が
昨
年
（
１８
年
）
ご
逝
去

さ
れ
て
い
た
の
を
知
り
ま
し

た
。
私
の
ゼ
ミ
の
恩
師
で
８１
～

８４
年
ま
で
「
労
働
法
」
の
薫
陶

を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
「
秋

田
ゼ
ミ
」
は
伝
統
的
に
少
数
精

鋭
の
ゼ
ミ
を
自
認
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
２
年
次
は
「
入
門
ゼ

ミ
」
で
法
学
一
般
や
時
事
問
題

等
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
当

時
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
）
も
な
く
ゼ
ミ
の
課
題
に
は

「
図
書
館
」
で
の
資
料
や
「
新

聞
記
事
」
に
専
ら
依
存
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
課
題
だ
っ
た

「
新
聞
記
事
」
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

は
ア
ナ
ロ
グ
な
が
ら
今
現
在
も

形
を
変
え
て
継
続
し
て
お
り
ま

す
。
少
数
ゼ
ミ
だ
っ
た
の
で
毎

回
、
先
生
の
研
究
室
で
秋
田
先

生
自
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
頂

き
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

の
ゼ
ミ
は
独
特
の
家
族
的
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
「
秋
田
ゼ
ミ
」

の
特
徴
で
も
あ
り
ま
し
た
。
３

年
次
、４
年
次
の
「
ゼ
ミ
合
宿
」

で
の
模
擬
裁
判
そ
し
て「
卒
論
」

思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

私
は
社
会
学
部
を
卒
業
し
秋

田
先
生
に
学
ん
だ
「
労
働
法
」

を
糧
と
し
て
社
会
人
と
な
り
勤

務
な
が
ら
「
社
会
保
険
労
務

士
」
と
な
り
、
人
並
み
の
試
練

を
乗
り
越
え
今
日
ま
で
生
き
て

き
ま
し
た
。
私
は
今
回
、
秋
田

先
生
の
訃
報
に
接
し
、
あ
ら
た

め
て
秋
田
先
生
か
ら
ご
指
導
頂

い
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
僭

越
な
が
ら
秋
田
先
生
か
ら
ご
教

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。
秋
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
合
掌
）。

�

（
秋
田
成
就
ゼ
ミ
）

【
富
山
県
】

富
山
市

７５
年
卒　

山
本　

剛

７
年
前
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
発

症
３
度
の
再
発
。
昨
年
１０
月
に

担
当
医
に
も
う
出
来
る
事
は
な

い
、
亡
く
な
っ
た
時
の
準
備
を

し
た
方
が
い
い
と
患
者
を
見
下

し
た
言
い
方
に
思
わ
ず
切
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
明
ら
か
に

患
者
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
し
た
。

医
師
の
言
葉
で
励
ま
さ
れ
る
事

も
あ
れ
ば
地
獄
に
堕
ち
る
事
も

あ
り
ま
す
。話
し
方
次
第
で
す
。

今
は
肺
炎
の
治
療
で
呼
吸
科
の

医
師
に
み
て
も
ら
っ
て
ま
す
が

少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
治
療

す
る
姿
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し

た
。
そ
の
日
暮
ら
し
で
す
が
孫

た
ち
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
生

き
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
金
山
行
孝
ゼ
ミ
）

【
大
阪
府
】

三
島
郡

５６
年
卒　

数
土　

清
治

学
友
の
多
く
が
物
故
者
と
な

り
淋
し
い
限
り
で
す
。
私
も
８6

歳
、
近
く
お
迎
え
が
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。�（
長
谷
川
博
ゼ
ミ
）

示
頂
い
た

「
労
働
法
」

精
神
た
る

「
労
働
者
保

護
」
と
「
労

働
者
の
地
位

の
向
上
」
に

向
け
て
今
後

も
微
力
な
が

ら
尽
力
す
る

※
卒
業
年
は
３
月
時
点
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

新入正会員の紹介新入正会員の紹介
受付期間　１９年５月
� ～１0月（ ）
石塚　洋子（８1年卒）
山路　一夫（８1年卒）
峯　　正和（８1年卒）
山下　英俊（８1年卒）
吉田　慎吾（８1年卒）
内海　正洋（８1年卒）
平間　　緑（８６年卒）
松田　滋充（６７年卒）
田中　孝平（14年卒）

〒３４７―００１２　埼玉県加須市多門寺１１５３
TEL　０４８０―６８―５１１８

山 田 道 生幹事

〒０1７ ０８０3　秋田県大館市東台 ２ 1 ６４
TEL・FAX．０1８６ ４3 ２9８０
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８6
年
社
会
学
科
卒
業
時

は
、「
社
会
に
働
き
か
け
て
、

社
会
を
少
し
で
も
前
に
進
め

る
事
が
仕
事
と
い
う
も
の

だ
」
と
決
意
も
高
く
、
地
域

医
療
を
担
い
、「
差
額
ベ
ッ

ド
料
を
と
ら
な
い
」
と
い
う

ポ
リ
シ
ー
の
都
内
の
総
合
病

院
に
医
療
事
務
を
す
る
つ
も

り
で
入
職
し
た
。
と
こ
ろ
が

配
属
は
い
き
な
り
医
師
人

事
。
し
か
も
卒
後
研
修
医
を

リ
ク
ル
ー
ト
す
る
と
い
う
仕

事
だ
っ
た
。
戸
惑
い
つ
つ
、

４７
都
道
府
県
を
飛
び
回
り
、

多
く
の
医
学
生
と
生
き
方
や

医
療
の
在
り
方
な
ど
を
話
し

な
が
ら
、
い
つ
し
か
天
職
の

よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
４
年
を
経
て

内
勤
の
医
事
課
に
異
動
と
な

り
、
実
は
「
外
に
出
て
人
と

接
し
、
共
に
働
く
仲
間
を
増

や
す
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
の

か
」
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

そ
ん
な
時
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
専
門
紙「
繊
研
新
聞
」

で
働
く
大
学
の
先
輩
か
ら
誘

い
を
受
け
、「
外
回
り
で
人

と
接
す
る
仕
事
な
ら
何
で

も
」
と
２７
歳
で
転
職
し
た
。

そ
れ
か
ら
２２
年
間
を
こ
の
会

社
で
過
ご
し
た
が
、
新
媒
体

や
見
本
市
の
立
ち
上
げ
な
ど

新
規
事
業
の
開
発
を
得
意
と

し
て
き
た
。
ま
た
欧
州
各
国

政
府
の
担
当
を
任
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
欧
米
を
飛
び
回

る
生
活
に
。
さ
ら
に
パ
リ
支

局
を
立
ち
上
げ
、
フ
ラ
ン
ス

平
野
秀
秋
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
有
志
８
人
は
、
１１
月
１７
日
、

２
０
１
８
年
１１
月
１6
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
先
生
の
お
墓
参
り
を

行
い
ま
し
た
。
一
行
は
、
神
奈

川
県
平
塚
市
乗
蓮
寺
に
お
参
り

し
た
後
、
駅
前
の
中
華
料
理
屋

で
先
生
を
偲
び
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。
年
齢
や
出
身
も

違
う
同
士
が
、
一
堂
に
会
し
歓

談
で
き
る
の
も
、
平
野
先
生
の

ご
縁
の
お
か
げ
だ
と
、
改
め
て

感
じ
た
次
第
で
す
。

以
下
は
、
平
野
ゼ
ミ
有
志
の

２
０
１
９
年
の
活
動
報
告
で

す
。

参
加
者
は
７３

年
か
ら
８８
年
卒

ま
で
で
、
参
加

は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
山

口
、
広
島
、
新

潟
、
米
沢
か
ら

も
平
野
ゼ
ミ
卒

業
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け

○
５
月
１８
日　

薔
薇
と
蕎
麦
の

会
（
東
京
都
調
布
市
神
代
植
物

公
園
）
佐
藤
他
５
名
。

○
５
月
２6
日　

六
大
学
野
球

「
法
明
戦
」（
神
宮
球
場
）
風
間

他
３
名　

７
対
８
の
屈
辱
的
敗

戦
。

○
７
月
７
日　

お
墓
参
り
と
故

平
野
先
生
宅
（
神
奈
川
県
平
塚

市
）
牧
野
他
２
名

○
９
月
１５
日　

横
田
基
地
友
好

祭
と
武
蔵
陵
墓
地
ツ
ア
ー　

星

野
他
３
名

○
１０
月
６
日　

六
大
学
野
球

「
法
明
戦
」（
神
宮
球
場
）
岡
田

他
３
名　

２
対
１
で
６
戦
６
勝

勝
ち
点
３
！
。

※
ゼ
ミ
卒
業
生
は
ご
連
絡
を
。

中
村
　
一
廣

（
61
年
卒
、
増
島
宏
ゼ
ミ
）

社
会
学
部
を
卒
業
し
て
入
社

し
た
会
社
の
４
年
目
。
待
望
の

東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
対
ガ
ー

ナ
戦
（
１０
月
１6
日
）
の
入
場
券

を
当
時
の
上
司
か
ら
渡
さ
れ
、

駒
沢
陸
上
競
技
場
に
行
き
ま
し

た
。
日
本
チ
ー
ム
を
応
援
し
よ

う
と
心
躍
ら
せ
な
が
ら
入
っ
て

応
援
席
を
見
渡
し
た
ら
空
席
が

目
立
ち
少
し
が
っ
か
り
し
ま
し

た
。
応
援
の
仕
方
は
現
在
と
は

比
較
で
き
な
い
ほ
ど
紳
士
的
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
当
時
有
名

だ
っ
た
杉
山
隆
一
選
手（
Ｆ
Ｗ
）

や
八
重
垣
茂
生
選
手
（
Ｍ
Ｆ
）

が
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
き
な
ど

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
は

２
対
３
で
負
け
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
予
選
は
ぎ
り
ぎ
り
突
破

し
、
準
々
決
勝
で
敗
退
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
全
試
合
で
４０
万

人
以
上
の
観
客
を
集
め
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

今
の
我
が
家
の
す
ぐ
そ
ば
が

柏
レ
イ
ソ
ル
の
ス
タ
ジ
ア
ム
。

昨
年
ま
で
Ｊ
１
、
今
年
は
Ｊ
２

で
す
が
、
試
合
の
あ
る
日
は
応

援
の
仕
方
が
半
端

で
は
な
く
、
観
客

数
は
１
万
人
以
上

が
当
た
り
前
で

す
。
孫
４
人
の
う

ち
２
人
は
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
で
中

学
生
の
男
孫
は
部

活
も
サ
ッ
カ
ー

部
、
地
元
出
身
の

酒
井
宏
樹
選
手
が
柏
レ
イ
ソ
ル

か
ら
全
日
本
メ
ン
バ
ー
に
な
り

現
在
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ー
ム
で
活

躍
し
て
い
る
の
で
、
小
中
学
生

の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
我
々

の
時
代
の「
蹴
球
」か
ら「
サ
ッ

カ
ー
」
へ
の
変
貌
は
私
が
見
た

東
京
五
輪
が
起
爆
剤
だ
と
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

【
訃
報
】

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員

の
ご
逝
去
の
ご
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

西
脇　

和
彦
（
７４
年
卒
）�

１８
年
１０
月
２９
日
ご
逝
去

生
活
も
味
わ
っ
た
。
医
療
機

関
で
は
全
国
を
、
新
聞
社
で

は
欧
米
を
行
脚
す
る
と
い
う

不
思
議
な
導
き
を
感
じ
た
も

の
だ
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
の

常
識
を
超
え
る
体
験
は
、
生

き
方
や
暮
ら
し
方
に
対
す
る

考
え
も
一
変
さ
せ
ら
れ
た
。

退
職
後
、
大
手
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
、

そ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

な
っ
た
。
現
在
は
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

の
ラ
ジ
オ
番
組
Ｍ
Ｃ
や
大
学

の
仕
事
と
共
に
、
年
４
回
の

パ
リ
コ
レ
出
張
を
こ
な
す
生

活
を
送
っ
て
お
り
、
学
生
に

と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
と
な

る
パ
リ
コ
レ
を
見
学
す
る
研

修
旅
行
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。私

が
学
生
だ
っ
た
頃
と
比

べ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
今
の
学
生
を
見
る
と

シ
ュ
リ
ン
ク
す
る
日
本
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
も
飛

躍
の
可
能
性
を
大
い
に
感
じ

る
時
が
あ
る
。
た
だ
懸
念
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
の
選
別
が
無
意
識

に
視
野
狭
窄
を
生
ま
な
い

か
、
そ
れ
に
伴
い
権
力
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
弱
く

な
っ
て
い
な
い
か
。
大
学
で

学
ん
だ
倫
理
観
と
批
判
精
神

は
、
今
も
私
の
体
の
中
に
染

み
つ
い
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
前
線
を
追
っ
て�

今
も
年
４
回
の
パ
リ
コ
レ
出
張

久保 雅裕さん
86年３月卒、田沼肇ゼミ

杉野服飾大学特任教授／
ファッションジャーナリスト
アナログフィルター

『Journal Cubocci』編集長
USEN『encoremode』コントリ
ビューティングエディター

随
想

故
平
野
秀
秋
先
生
の

故
平
野
秀
秋
先
生
の��

お
墓
参
り
と
活
動
報
告

お
墓
参
り
と
活
動
報
告

桑
原　

政
昭 

７6
年
卒

日本サッカーの発展 
６４年東京五輪が起爆剤

株式会社 コロンバン

庄司興吉ゼミ

法政大学評議員

取締役会長

＊自由と進歩、言論・報道の自由は命

19７5年 3 月卒　芝田進午ゼミ

＊団塊世代 OB、それなりに努力中です

山 田 幹 夫

フリーランス・ジャーナリスト
日本ジャーナリスト会議　会員

携帯０9０ 1４６1 15２5
hideoyamagishi ７ @gmail.com

19６9年 3 月卒　佐藤毅ゼミ

法政大学名誉教授
ＮＰＯサポートセンター理事
法政大学社会学部同窓会

山 岸　秀 雄

現在の駒沢陸上競技場

「社会学部同窓会報」紙面で交流しましょう！
「交流の広場」への投稿を呼びかけます。

　近況や在学中の思い出、身の回りの出来事への雑感、
ご意見などを自由に投稿してください。投稿の際は、
①居住地（都道府県・市町村まで）、②氏名、③卒業
年（３月時点）、④所属していたゼミ、⑤ご連絡先（携
帯電話番号など）、を明記してください。
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ん
。

（
法
政
大
学
気
候
変
動
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
研
究
所　

特
任
研

究
員　

島
田
昭
仁
＝
９２
年
卒
、

壽
福
眞
美
ゼ
ミ
）

田
中
優
子
総
長
誕
生 

先
生
の
お
か
げ

壽
福
先
生
は
８４
年
４
月
～
８6

年
３
月
、
教
授
会
副
主
任
と
し

て
多
摩
移
転
当
初
の
様
々
な
課

題
の
解
決
に
奔
走
。
０6
年
４
月

～
０８
年
３
月
の
学
部
長
の
任
に

あ
っ
た
時
期
に
は
、
当
時
の
理

事
会
に
よ
る
総
長
選
出
方
法
の

改
正
提
案
に
毅
然
と
反
対
し
、

教
職
員
参
加
型
の
総
長
選
挙
を

守
り
抜
く
う
え
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
動
き
は
全
学
に
波
及
し
法

政
大
学
の
民
主
的
運
営
や
「
自

由
と
進
歩
」
の
伝
統
を
堅
持
す

る
立
場
の
増
田
壽
男
総
長
が
実

現
し
、
そ
の
任
期
終
了
後
の
総

長
を
決
め
る
選
挙
で
は
、
壽
福

先
生
が
当
時
社
会
学
部
長
で

あ
っ
た
田
中
優
子
教
授
の
総
長

候
補
者
推
薦
人
代
表
と
な
り
、

田
中
優
子
総
長
が
誕
生
し
ま
し

た
。
も
し
、
総
長
選
出
方
法
が

教
職
員
の
直
接
選
挙
で
な
い
方

法
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

ら
、
今
日
の
法
政
大
学
は
あ
り

え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。東

日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
発
事
故
以
降
は
、
社
会
科
学

者
と
し
て
現
代
社
会
が
直
面
す

る
課
題
に
ど
う
向
き
合
い
、
専

門
性
を
生
か
し
て
市
民
と
共
に

ど
う
行
動
す
べ
き
か
。
連
携
し

て
動
い
た
舩
橋
晴
俊
先
生
と
共

に
、
大
切
な
こ
と
を
私
た
ち
に

示
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
壽
福
先
生
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
社
会
学
部
同
窓
会　

会
報
委

員
長　

吉
川
新
吾
＝
８７
年
卒
、

田
中
義
久
ゼ
ミ
）

り
ま
し
た
。
先
生
が
逝
去
さ
れ

た
今
年
の
７
月
３１
日
の
８
時
間

前
に
「
ゼ
ッ
ク
を
ど
う
具
体
化

す
る
の
か
進
展
せ
ず
、
困
っ
て

い
ま
す
。」と
い
う
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。

翌
朝
、
先
生
の
訃
報
を
聞
い

て
驚
い
た
と
と
も
に
こ
の
メ
ー

ル
が
先
生
の
最
期
の
叱
咤
の
言

葉
だ
と
知
り
ま
し
た
。

先
生
は
、
私
が
８6
年
に
法
政

大
学
社
会
学
部
に
入
学
し
て
以

来
３０
年
以
上
の
お
付
き
合
い

で
、
進
学
、
結
婚
、
就
職
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
相
談
し
て
き
ま

し
た
。
学
生
と
の
間
に
垣
根
を

つ
く
ら
ず
父
親
の
よ
う
に
自
然

体
で
接
し
て
く
れ
る
恩
師
で
し

た
。
今
で
も
見
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ

１９
年
８
月
４
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

か
ら
）

「
大
学
の
再
生
可
能 

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
」 

最
期
の
叱
咤 

の
お
言
葉

壽
福
眞
美
先
生
は
昨
年
、
名

誉
教
授
と
な
ら
れ
た
と
同
時

に
、
私
財
を
大
学
に
寄
付
さ
れ

て
「
ゼ
ッ
ク
（
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
・
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ

Ｓ
）」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大

学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
い

く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

私
は
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
異
動
し
て

全
面
的
に
参
画
す
る
こ
と
に
な

壽
福
教
授
会
執
行
部 

の「
主
任
」時
代
、 

私
の
誇
り

「
本
日
、
壽
福
眞
美
先
生
の

告
別
式
に
参
列
し
ま
し
た
。
闘

病
生
活
を
続
け
る
中
で
も
、
７

月
上
旬
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
基

調
講
演
を
さ
れ
る
な
ど
、
最
後

ま
で
研
究
者
と
し
て
の
人
生
を

全
う
さ
れ
ま
し
た
。
壽
福
先
生

は
社
会
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た

時
に
、
役
員
選
挙
を
め
ぐ
る
学

内
闘
争
の
中
で
毅
然
と
し
て
法

政
大
学
の
民
主
主
義
を
守
る
論

陣
を
張
ら
れ
ま
し
た
。」、「
私
は

壽
福
執
行
部
の
主
任
と
し
て
、

そ
の
過
程
に
関
わ
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。」

（
藤
田
真
文　

社
会
学
部
長　

壽
福
眞
美
名
誉
教
授
（
元
社
会
学
部
教
授
）
が
１９
年
７
月
３１
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７２
歳

で
し
た
。
社
会
学
部
棟
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
元
気
な
お
姿
を
拝
見
し
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
。
社
会
学
部
同
窓
会
役
員
一
同
、
突
然
の
訃
報
に
は
大
変
驚
き
ま

し
た
。
壽
福
先
生
は
学
部
同
窓
会
の
意
義
を
理
解
さ
れ
、
常
に
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

追悼 追悼 壽福眞美先生壽福眞美先生
時代の課題に正面から向き合い行動する精神時代の課題に正面から向き合い行動する精神
私たちは受け継ぎます。私たちは受け継ぎます。

９
月
２３
日
、
教
授
会
執
行
部

と
定
例
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
６
月
に
開
い
た
学
部
同

窓
会
３０
周
年
記
念
行
事
の
総
括

と
今
後
の
協
力
体
制
の
確
認
な

ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

藤
田
真
文
社
会
学
部
長
か
ら

社
会
学
部
の
近
況
と
し
て
、
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
２
年
目
が
大
き

な
混
乱
な
く
順
調
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

の
今
後
を
考
え
る
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
、
予
算
化
の
目
途
を

付
け
た
後
、
２１
年
度
か
ら
施
設

整
備
を
含
め
た
実
施
が
視
野
に

入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
敏
会
長
か
ら
は
、
在
校

生
の
多
数
の
参
加
に
よ
り
大
成

功
で
あ
っ
た
学
部
同
窓
会
３０
周

年
記
念
行
事
に
つ
い
て
、
社
会

学
部
Ｏ
Ｂ「
い
き
も
の
が
が
り
」

の
山
下
穂
尊
氏
と
の
対
談
を

担
っ
て
い
た
だ
い
た
藤
田
真
文

学
部
長
へ
の
お
礼
と
、
総
会
に

ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

校
友
会
年
度
同
期
会
の
解
散

後
の
所
属
組
織
選
び
で
は
社
会

学
部
同
窓
会
へ
の
移
籍
が
１
人

に
留
ま
っ
て
い
る
現
状
を
伝

え
、
若
い
卒
業
生
や
４
年
生
へ

の
先
生
方
か
ら
の
声
か
け
が
大

切
、
と
強
調
し
ま
し
た
。

諸
般
の
事
情
か
ら
１９
年
度
は

中
止
と
な
っ
た
多
摩
３
学
部
合

同
の
「
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

に
つ
い
て
も
、
今
後
の
実
施
に

あ
た
り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
藤
田
学
部
長
か
ら
「
学
生

と
年
齢
が
近
い
卒
業
後
２
、３

年
目
の
先
輩
、
も
し
く
は
３０
歳

代
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
話
が
有

効
で
は
な
い
か
」
と
ご
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
は
欠
席
さ
れ
た
大
﨑
教
授
会

主
任
か
ら
は
「『
働
く
』
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
考
え
さ
せ

る
情
報
提
供
型
の
社
会
学
部
ら

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
っ
て
よ

い
の
で
は
」
と
い
う
ご
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
髙
橋
会
長
か
ら
は
「
気
軽

に
参
加
で
き
る
カ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
の
就
活
支
援
機
会
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
ア
イ
デ

ア
が
出
さ
れ
る
と
、
越
部
教
授

会
副
主
任
は
「
コ
ン
セ
プ
ト
は

と
て
も
良
い
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
の
方
式
は
参
加
し
や
す
い

と
思
う
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

土
橋
教
授
会
主
任
か
ら
現

在
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も

就
職
に
関
す
る
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
ご
指
摘
を
い
た
だ

き
、
社
会
学
部
独
自
の
特
徴
を

出
す
の
は
難
し
い
面
も
あ
る
た

め
、
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
て
来
年
度
の
実
施
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
に
は
、
教
授

会
執
行
部
か
ら
藤
田
真
文
社
会

学
部
長
、
土
橋
臣
吾
教
授
会
主

任
、越
部
清
美
教
授
会
副
主
任
。

同
窓
会
側
か
ら
は
髙
橋
敏
会

長
、
赤
池
慎
一
副
会
長
、
依
田

素
味
常
任
理
事
、
吉
川
新
吾
会

報
編
集
担
当
が
出
席
し
ま
し

た
。

�

（
依
田
素
味
）

※　

※

（
お
知
ら
せ
）
社
会
学
部
教
員

の
訃
報

矢
部
恒
彦
准
教
授
（
専
攻
＝

都
市
景
観
論
）
が
１９
年
１０
月
、

逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
５４
歳
で
し

た
。
現
職
教
員

の
在
職
中
の
死

亡
は
１４
年
の
舩

橋
晴
俊
教
授
以

来
の
こ
と
で

す
。
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。

学
生
ニ
ー
ズ
見
極
め

�

「
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」再
開
へ

教
授
会
執
行
部
と
定
例
懇
談
会

社
会
学
部
同
窓
会
は
母
校
の

ス
ポ
ー
ツ
応
援
を
同
窓
生
の
懇

親
の
機
会
と
し
て
重
視
し
て
い

ま
す
。
１９
年
秋
は
「
秋
季
リ
ー

グ
六
大
学
野
球
応
援
イ
ベ
ン

ト
」
を
１０
月
６
日
、
日
曜
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
相
手
は
前
日

に
勝
っ
て
い
る
明
治
。
試
合
は

２
対
１
の
僅
差
で
法
政
が
勝
利

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
昼
過

ぎ
ま
で
続
い
た
雨
の
た
め
参
加

者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

開
幕
６
連
勝
と
い
う
結
果
に
、

法
政
側
応
援
席
か
ら
歓
喜
の
校

歌
が
神
宮
球
場
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

今
期
は
慶
應
大
学
が
リ
ー
グ

優
勝
。
法
政
大
学
は
２
位
と
な

り
、
２
０
２
０
年
春
の
リ
ー
グ

戦
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
Ｈ
Ｐ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
同
窓
会
応
援
日
を
発
信
中
で

す
。
神
宮
の
応
援
席
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

六
大
学
野
球
で

�

応
援
イ
ベ
ン
ト１０ 月６日、対明治戦で盛り上

がる法政側応援席

順位表　全日程終了　11/04

試 勝 敗 分 勝点 勝率

1 慶大 11 9 2 0 4 .818

2 法大 10 8 2 0 4 .800

3 早大 13 7 6 0 3 .538

4 立大 13 6 6 1 3 .500

5 明大 13 4 8 1 1 .333

6 東大 10 0 10 0 0 .000
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☆憲法 9 条改憲 NO !

土生長穂ゼミ

木 村  誠中　正 美

社会学部同窓会報に名刺広告を出しませんか？
広告料金は一枠 ５ ，０００円（税込み）です。
所属・職名、氏名、住所、電話番号、メールアドレス、３月
時点卒業年、出身ゼミ名、一言メッセージをお知らせください。

※配置は原則として卒業年順です。会報委員会にお任せください。
※お申し込みは同窓会事務局まで。
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品川
プリンス
ホテル

つばめグリル
品川駅前店

マクドナルド

アクア
パーク
品川

高
輪
口

品川駅前

市
ケ
谷
周
辺

お
散
歩
会

総
会
の
前
に
、「
お
じ
さ
ん
・

お
ば
さ
ん
卒
業
生
は
知
ら
な
い

社
会
学
部
同
窓
会
の
皆
さ
ま

同
窓
会
創
立
３０
周
年
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
新
校
舎
の
見
学
、

総
会
、「
い
き
も
の
が
か
り
」

の
山
下
さ
ん
と
藤
田
学
部
長
の

記
念
対
談
、
懇
親
会
と
大
変
盛

り
だ
く
さ
ん
の
企
画
が
準
備
さ

れ
て
い
る
と
う
か
が
い
ま
し

た
。
校
務
で
お
う
か
が
い
で
き

ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社

会
学
部
ら
し
い
自
由
闊
達
な
会

と
な
る
こ
と
と
願
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ま
の
母
校
法
政
大
学

も
、
１４
年
か
ら
着
手
し
ま
し
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

２
０
３
０
の
も
と
で
、「
法
政

大
学
憲
章
」
や
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
制
定
し
、
１８
年

度
か
ら
は
、
４
年
ご
と
の
中
期

経
営
計
画
に
も
と
づ
く
大
学
運

営
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
改
革
を
背
景
に
、
本
学

へ
の
志
願
者
数
は
増
え
、
今
春

の
入
試
で
は
、
志
願
者
の
実
数

を
表
す
「
実
志
願
者
数
」
で
日

本
一
位
に
な
り
、
大
変
注
目
さ

れ
る
大
学
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。本

学
の
中
で
も
社
会
学
部

は
、
私
立
大
学
初
の
社
会
学
部

と
い
う
成
り
立
ち
に
表
れ
て
い

る
よ
う
に
、
法
政
大
学
憲
章
で

掲
げ
る
「
自
由
を
生
き
抜
く
実

践
知
」
を
と
り
わ
け
よ
く
体
現

す
る
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
の

学
部
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
卒

業
生
の
皆
様
が
そ
の
＇
自
由
を

生
き
抜
く
＇
姿
を
通
し
て
、
学

生
た
ち
に
多
く
の
刺
激
を
与
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
学
部
同
窓
会
が
、
本
学

と
と
も
に
今
後
益
々
の
ご
発
展

を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈

念
致
し
ま
す
。

（
１９
年
６
月
８
日
、
法
政
大
学

総
長　

田
中　

優
子
）

市
ケ
谷
周
辺
お
散
歩
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
は
総
長
室
企
画
・
秘

書
課
大
学
史
担
当
の
杉
原
典
男

さ
ん
（
８０
年
卒
、中
野
収
ゼ
ミ
）

で
す
。
参
加
し
た
１３
人
は
、
外

濠
校
舎
、
大
内
山
校
舎
、
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
、
一
口
坂
法

政
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
と
巡
り
ま

し
た
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
は

在
校
生
も
参
加

２
０
１
９
年
度
の
定
期
総
会

は
午
後
１
時
、
富
士
見
ゲ
ー
ト

Ｇ
４
０
３
教
室
で
開
催
、
約
５０

人
の
社
会
学
部
卒
業
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
１８
年
度
の
活
動
・

決
算
報
告
、
１９
年
度
の
活
動
方

針
案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
同
会
場
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
社
会
学

部
長
の
藤
田
真
文
先
生
と
０6
年

社
会
学
部
卒
業
生
の
山
下
穂
尊

氏
（
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
い
き
も

の
が
か
り
」メ
ン
バ
ー
）が
、「
自

由
を
生
き
抜
く
＂
社
会
学
部
〟

の
実
践
知
」
を
テ
ー
マ
に
対
談

を
行
い
ま
し
た
。
在
校
生
約

１
５
０
人
を
含
む
２
０
０
人
以

上
が
参
加
し
、
楽
し
い
お
話
に

聞
き
入
り
ま
し
た
。

午
後
３
時
１０
分
か
ら
は
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
「
ス
タ
ッ

フ
ク
ラ
ブ
」
で
懇
親
会
を
開
き

ま
し
た
。
来
賓
・
社
会
学
部
卒

業
生
・
社
会
学
部
現
役
学
生
、

約
５０
人
が
参
加
し
、
親
し
く
語

ら
う
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

は
、
恒
例
の
校
歌
を
歌
い
お
開

き
と
な
り
、
来
年
の
再
会
を
誓

い
ま
し
た
。

記
念
イ
ベ
ン
ト

在
校
生
の
感
想
か
ら

山
下
さ
ん
は
「
プ
ロ
に
な
る

に
は
プ
ロ
に
な
ろ
う
と
し
な
い

と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
に
な

る
こ
と
に
限
っ
た
事
で
は
な

く
、
何
を
す
る
に
も
行
動
し
な

い
と
何
も
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
様
々
な
こ
と
に
共
通
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
山
下

さ
ん
は
プ
ロ
に
な
る
た
め
に
相

当
な
努
力
を
し
て
き
て
い
て
、

同
じ
よ
う
に
、
や
り
た
い
こ
と

に
対
し
て
、
努
力
を
惜
し
ま
な

い
で
や
っ
て
い
た
か
ら
、
日
本

の
代
表
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

な
れ
た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
何
か
を
成
し

遂
げ
る
上
で
行
動
す
る
と
い
う

こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
今
回
の
対
談
で
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

（
１
年　

善
岡
沙
弥
香
）

い
き
も
の
が
か
り
山
下
さ
ん

の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
世
界

を
旅
し
た
り
、
他
と
異
な
る
バ

ン
ド
メ
ン
バ
ー
編
成
に
し
た
り

と
一
般
の
人
と
違
う
発
想
、
考

え
、行
動
力
が
あ
る
と
思
っ
た
。

山
下
さ
ん
は
音
楽
が
好
き
で
そ

れ
が
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
私
た
ち
は
い
き
も
の
が
か

り
さ
ん
の
曲
で
元
気
に
な
っ
た

り
、励
ま
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
仕
事
に
し
て
、
さ
ら
に
そ

れ
が
他
の
誰
か
の
た
め
に
な
る

と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
う
。
自
分
も
そ
ん
な
大

人
に
な
れ
る
よ
う
に
山
下
さ
ん

の
よ
う
に
何
で
も
挑
戦
し
て
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

寄
付
者
ご
芳
名

19
年
５
月
〜
19
年
10
月
末

（
敬
称
略
）

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ご
厚
志
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
会
の
貴
重
な
運
営
費
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

９０
口　

新
村　

武
彦

　
　
　

小
泉　

俊
輔

１１
口　

宇
佐
美　

貴

１０
口　

安
井　

洸
治

９
口　

杉
本　

昇

７
口　

笠
原　

邦
丸

　
　
　

古
川　

育
男

　
　
　

吉
田　

慎
吾

　
　
　

鍛
冶　

健
治

　
　
　

山
田　

道
生

６
口　

濵
名　

達

　
　
　

河
村　

勝
弘

　
　
　

野
口　

敏
雄

５
口　

澁
澤　

知
宏

４
口　

村
上　

良
三

　
　
　

水
上　

久
忠

　
　
　

近
藤　

栄
一

３
口　

植
田　

孝
良

　
　
　

森　

基
祐

　
　
　

湯
川　

新

　
　
　

下
田　

初
子

　
　
　

福
田　

伸
夫

　
　
　

依
田　

素
味

　
　
　

中
條　

務

　
　
　

小
林　

恭
久

　
　
　

原
島　

孝
子

　
　
　

岩
崎　

久
美
子

　
　
　

森
田　

靖
也

　
　
　

会
田　

良

　
　
　

徳
富　

義
一

　
　
　

杉
原　

典
男

　
　
　

脇
本　

剛
史

　
　
　

神　

順
子

　
　
　

芥
川　

雅
男

　
　
　

山
重　

美
登
士

　
　
　

甲
南　

一
郎

　
　
　

金
子　

久
美
子

　
　
　

大
元　

健

２
口　

井
上　

秀
枝

　
　
　

内
田　

昌
宏

　
　
　

高
野　

忍

　
　
　

石
橋　

弘

　
　
　

太
田　

昭
郎

　
　
　

春
山　

忠
男

　
　
　

近
藤　

栄
一

　
　
　

川
浪　

佐
賀
男

　
　
　

柳
澤　

昭
吉

　
　
　

栗
原　

政
實

　
　
　

小
川　

美
知
子

　
　
　

小
泉　

栄
一

　
　
　

土
屋　

幸
雄

　
　
　

榊
原　

初
声

　
　
　

榎
本　

幹
雄

　
　
　

宮
本　

徹
・
悦
子

１
口　

川
村　

賢
一

け
て
、
努
力
し
て
い
こ
う
と

思
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ど

う
社
会
に
還
元
で
き
る
か
ま
で

考
え
て
い
き
た
い
。

（
１
年
原
み
な
み
）

祝
30
周
年
記
念
総
会

法
政
大
学
総
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

社会学部同窓会創立₃₀周年記念総会社会学部同窓会創立₃₀周年記念総会

おかげさまで₃₀年おかげさまで₃₀年
母校を愛するあなたに会いたい！母校を愛するあなたに会いたい！

記
念
対
談
：

記
念
対
談
：

・
社
会
学
部
長
藤
田
真
文
先
生

・
社
会
学
部
長
藤
田
真
文
先
生

・
山
下
穂
尊
氏︵
い
き
も
の
が
か
り
︶

・
山
下
穂
尊
氏︵
い
き
も
の
が
か
り
︶

法政大学社会学部同窓会員の皆さんへ
　　　　　　　　　在学生の皆さんへ

2020箱根駅伝応援・同窓会新年会のお知らせ

■　期日　2020年 1 月 3 日（金）
【応援】
1　集合時刻　12時30分
2 　集合場所　品川駅前
　　（法政大学ののぼり旗が目印）

【新年会】
1　新年会開始時刻　14時00分
2 　新年会会場　　　品川プリンスホテル
3　新年会会費　　　5,000円（在学生は半額）
4　新年会申し込み　 12月16日（月）まで下記の事務局に電話か

ＦＡＸ、又はメールでご連絡ください。
mail：shagaku_dousoukai@yahoo.co.jp

■　当日問い合わせ　副会長　中正美
　　携帯番号　090-8586-1242

ＪＲ品川駅高輪口　この付近で応援しています
旗を持っている役員に声をかけてください

社会学部同窓会事務局
東京都町田市相原町₄₃₄₂社会学部棟₁₁階
電話・ＦＡＸ：₀₄₂⊖₇₈₃⊖₂₄₂₁（月・水）
http://www.hoseisoc-dousoukai.jp

新年会会場　品川プリンスホテルメインタワー

法政大学社会学部同窓会
2020年新年会同時開催！

第96回箱根駅伝を応
援しよう！
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大
原
社
会
問
題
研
究
所
（
大

原
社
研
）
は
、
今
か
ら
１
０
０

年
前
、
１
９
１
９
年
２
月
９
日

に
大
阪
で
創
立
さ
れ
た
。
創
設

者
は
、
岡
山
県
倉
敷
の
事
業
家

の
大
原
孫
三
郎
氏
で
あ
る
。
大

原
氏
は
、
倉
敷
紡
績
な
ど
の
事

業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
大
原
美

術
館
、
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所

（
現
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究

所
）
な
ど
を
設
立
し
た
異
色
の

事
業
家
で
、
社
会
問
題
解
決
の

た
め
の
調
査
・
研
究
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
社
会
問
題
の
研
究

所
の
設
立
を
決
意
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

３７
年
２
月
に
大
原
氏
か
ら
の

財
政
援
助
の
打
ち
切
り
を
契
機

に
、
研
究
所
は
東
京
に
移
転
し

た
。
戦
時
下
・
終
戦
直
後
の
厳

し
い
時
代
を
経
て
、
研
究
所
は

４９
年
に
法
政
大
学
と
合
併
し
、

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究

所
と
な
っ
た
。
８４
年
４
月
入
学

生
か
ら
、法
政
大
学
社
会
学
部
、

経
済
学
部
が
都
心
の
市
ヶ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
大
原
社
研
も
両
学
部
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
８6
年
３

月
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

し
た
。
ま
た
、１３
年
４
月
か
ら
、

法
政
大
学
の
別
組
織
で
あ
っ
た

環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
研
究
所

に
統
合
さ
れ
た
。

大
原
社
研
は
、『
日
本
労
働

年
鑑
』、『
大
原
社
会
問
題
研
究

所
雑
誌
』（
月
刊
）
の
刊
行
と

所
蔵
資
料
の
整
理
と
公
開
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
主
な
事
業
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
研
究
所
は
利

用
者
の
資
格
を
問
わ
な
い
専
門

図
書
館
と
し
て
の
機
能
も
果
た

し
て
い
る
。
研
究
所
は
、
戦
前

期
か
ら
の
労
働
運
動
や
社
会
運

動
関
係
の
文
献
・
資
料
を
所
蔵

し
て
お
り
、
労
働
関
係
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
と
し
て
は
主
要
な
機
関

の
一
つ
と
し
て
評
価
を
受
け
て

い
る
。所
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、

「
協
調
会
文
庫
」
の
よ
う
な
社

会
学
部
の
関
係
が
深
い
も
の
も

あ
る
。
同
文
庫
は
、
社
会
学
部

の
前
身
で
あ
る
中
央
労
働
学
園

の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
（
同
学
園

は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
で
解

散
し
た
協
調
会
の
資
産
を
受
け

継
い
で
設
立
さ
れ
た
）。

大
原
社
研
は
、
長
い
間
労
働

問
題
を
中
心
に
研
究
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
労
働

問
題
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る

が
、環
境
、貧
困
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

な
ど
の
現
代
的
な
課
題
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

石
坂
悦
男
名
誉
教
授
か
ら
最

近
刊
行
さ
れ
た
社
会
学
部
卒
業

生
の
著
書
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

6４
年
卒
業
の
大
橋
弘
さ
ん
著

『
ス
ト
ラ
イ
キ
消
滅
・「
ス
ト
権

奪
還
ス
ト
」
と
は
何
だ
っ
た
の

か
』（
風
媒
社
、
１９
年
７
月
）

で
す
。
大
橋
さ
ん
は
元
毎
日
新

聞
労
働
担
当
記

者
。７５
年
１１
月
、

日
本
ほ
ぼ
全
域

で
、
Ｊ
Ｒ
の
前

身
、
国
鉄
の
労

働
組
合
、
国
労

な
ど
が
ス
ト
ラ

古
い
話
だ
が
、
法
政
大
学

の
歴
史
は
6０
年
代
か
ら
７０
年

前
後
、
学
園
暴
力
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
て
い
た
。
バ
リ
ケ
ー

ド
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
で

休
講
も
続
い
た
。
今
は
な
い

Ⅱ
部
（
夜
間
部
）
で
も
そ
う

だ
っ
た
。

１
９
７
０
年
１
月
２１
日
の

夜
、授
業
中
、日
文
科
の
Ｍ
氏

は
鉄
パ
イ
プ
な
ど
で
滅
多
打

ち
に
さ
れ
、
ひ
ん
死
状
態
で

の
開
頭
手
術
に
耐
え
、
入
退

院
を
繰
り
返
し
、
障
害
者
手

帳
を
も
つ
身
に
な
っ
た
。「
僕

は
一
生
、
結
婚
も
働
く
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
た
」。
彼

の
状
況
は
、現
在
の
話
で
あ
る
。

Ⅱ
部
の
学
生
は
学
部
を
超
え

「
支
え
る
会
」
を
つ
く
っ
て
彼

が
生
き
る
こ
と
を
支
援
し
て
き

た
。
あ
る
人
は
毎
月
１
０
０
０

円
の
定
額
を
、
あ
る
人
は
ボ
ー

ナ
ス
時
に
多
少
の
お
金
を
と
。

振
り
返
る
と
、
М
さ
ん
を
支

え
る
こ
と
で
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
存
在
を
確
認
し
て

き
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
彼
は

母
親
が
亡
く
な
っ
た
以
降
、
生

活
保
護
、
福
祉
作
業
所
、
養
護

施
設
と
徐
々
に
車
い
す
生
活
と

な
り
、
郷
里
の
四
国
で
生
活
し

て
い
る
。

あ
れ
か
ら
ほ
ぼ
５０
年
の
１９
年

１０
月
２７
日
、
市
ヶ
谷
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ケ
谷
（
私
学
会

館
）
に
同
窓
会
を
兼
ね
た
８０

人
が
集
ま
り
、
う
ち
社
会
学

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は
２０
人
余
。

五
十
嵐
仁
法
政
大
学
名
誉
教

授
・
元
社
会
学
部
教
授
か
ら

激
励
を
兼
ね
た
挨
拶
が
あ

り
、
元
大
学
職
員
の
方
も
参

加
さ
れ
た
。
法
政
大
学
の
校

歌
を
合
唱
し
、「
四
国
（
Ｍ

氏
が
住
む
高
知
県
）
へ
様
子

を
見
に
行
く
か
ら
ね
」
と
伝

え
て
別
れ
た
。
理
不
尽
な
暴

力
に
反
対
し
た
ク
ラ
ス
の
自

治
会
活
動
や
、
ゼ
ミ
で
の
学

び
は
、
そ
の
後
の
個
々
人
の

生
き
方
を
方
向
付
け
た
が
、

あ
の
日
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
！
（
７０
年
Ⅱ
部
社

会
学
部
入
学
、
芝
田
進
午
ゼ

ミ
、
大
畑
き
ぬ
代
）

イ
キ
権
の
確
立
を
要
求
し
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
、
８
日
間
も

鉄
道
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
事
態
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
歴

史
的
意
味
を
振
り
返
る
力
作
で

す
。『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

掲
載
に
加
筆
し
た
も
の
。
本
体

価
格
１
８
０
０
円
。

大
原
社
研
の
１
０
０
年
と
こ
れ
か
ら

�

～
社
会
学
部
同
窓
会
報
に
寄
せ
て
～

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所 

所
長
　
鈴
木
　
玲

大原社研と社会学部の１００年の歩み
西暦 和暦 大原社研 社会学部

大正デモクラシー　１９１０～１９２０年代　期間については諸説ある

１９１９ 大正 ８年

２月 ９日、岡山県倉敷の大原孫三郎によって大阪・天王寺
で創設。大原氏は倉敷紡績などの事業を営む一方、大原美
術館、倉敷労働科学研究所などを設立した異色の実業家。
初代所長は東京帝国大学経済学部教授の高野岩三郎。彼の
下に櫛田民蔵、権田保之助、森戸辰男、大内兵衛、久留間鮫
造、宇野弘蔵、笠信太郎ら研究者が集まる。

財団法人協調会発足。協調会は渋沢
栄一・徳川家達らを中心に設立され
た労資協調のための研究調査・社会
事業団体。

満州事変（１９３１年）　１５年戦争のはじまり

１９３７ 昭和１２年 東京市淀橋区（現新宿）に移転

太平洋戦争（１９４１～１９４５年）

１９４７ 昭和２２年 協調会の伝統を継承して中央労働学
園専門学校発足

１９４９ 昭和２４年 法政大学と合併 学制改革で中央労働学園大学となる

１９５１ 昭和２６年 財団法人法政大学社会問題研究所設立

１９５２ 昭和２７年 法政大学が中央労働学園大学を吸収
合併して社会学部設立（麻布校舎）

１９５７ 昭和３２年 応用経済学科設置（ １学部 １学科）

１９６０ 昭和３５年 社会学科設置（ １学部 ２学科）

１９８４ 昭和５９年 １ 年次入学生から順次、多摩移転

１９８６ 昭和６１年 ３ 月、多摩移転。 ４月、財団法人解散、法政大学付置研究所
となる

出典：『法政大学社会学部５０年誌』（２００２年）、髙橋彦博『協調会から中央労働学園へ　法政大学社会学部の前史』（法政大学
社会学部学会『社会志林』２００３年 ３ 月）、『法政大学と戦後五〇年』（２００４年）、『法政大学大原社会問題研究所案内』（２０１９年
２ 月）� ※年表作成は社会学部同窓会会報委員会

記念行事でスピーチする鈴木所長

１
９
７
０
年
の
事
件
か
ら
半
世
紀

「
Ｍ
さ
ん
を
支
え
る
会

�

５０
年
の
集
い
」

大
橋 

弘
　

著

『
ス
ト
ラ
イ
キ
消
滅
・「
ス
ト
権
奪
還

ス
ト
」と
は
何
だ
っ
た
の
か
』

一般社団法人法政大学校友会

会 長 佐々木郁夫 監事 矢部豊
副会長 豊田信哉 小林清宣 石塚　護 山㟢正俊

田﨑　稔 発地敏彦
松井哲也

法政大学校友会 検索r


